
令和 6年度 長野県医療的ケア児等支援センター シンポジウム 

～学校卒業後の暮らしを考える～ 

令和６年 12月 10日（火）13時 30分から 16時まで 

岡谷市文化会館カノラホール 小ホール 

 

１ 医療的ケア児等支援センターの活動報告    

【長野県が目指す多層な支援体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんごと
の支援チーム 

圏域等医ケア児等コーデ
ィネーターを中心にした
多職種連携チーム 

県の医療的ケア児等支援センター 

圏域の取組の 

後方支援 

個別には解決できない課題に

圏域の多職種チームで取組む 

佐久 基幹相談支援センターに看護師を配置 

上小 
児童発達支援事業所の相談支援専門員、看護師、相談

支援事業所の相談支援専門員 

諏訪 基幹相談支援センターに相談支援専門員を配置 

上伊那 各市町村の保健師が対応 

飯田 児童発達支援センターに２名配置 

木曽 多職種コンダクターチーム 来年度からの配置を検討中 

松本市 

塩尻市 

安曇野市 

インクルーシブセンター 社会福祉士 

障がい者支援課 係長   

障がい者支援課（基幹相談支援センター）係長 

大北 配置を検討中  

長野 
【千曲・坂城地域】基幹相談支援センター長 

それ以外の地域は配置を検討中 

北信 基幹相談支援センターに３名（保健師） 

 

コーディネーター配置の促進 

ご挨拶 諏訪保健福祉事務所所長（長野県医療的ケア児等支援センター参与） 三沢あき子 

１．医療的ケア児等支援センターの活動報告 

 ２．シンポジウム 「チーム来輝」で創る自立した地域生活 

【報告】「人工呼吸器を使用している僕がグループホームで暮らし始めるまで」 
       花田養護学校高等部３年 土橋 来輝 さん 
◆ ご本人の可能性をチームにつなげる    花田養護学校高等部 担任 金澤 宏一郎 先生 

◆ 一緒に暮らす仲間として受け入れる  シーズグループホーム 武山弥生 さん 大木 斉 さん 

◆ 施設の医療から地域の医療へ  諏訪圏域医療的ケア児等コーディネーター 笠原 久美子 さん 

■ ファシリテーター   長野県医療的ケア児等支援センター副センター長 亀井智泉  

～会場との質疑応答も予定しています。お気兼ねなくご発言ください～ 

まとめ 諏訪圏域障がい者総合支援センターオアシス 所長 関 隆雄 さん 
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保育所・学校の体制整備
制度や事業に関すること
圏域・職種間の連携体制
レスパイトに関すること
困難事例に関すること
長野県の情報が欲しい

災害対策
関係機関との連携

看護師確保
看護指示書取得について

傾聴してほしい
医ケアCoの配置・業務

卒業後の居場所
その他

R4年度 181件

R5年度 125件

R6年度（11月末まで99件）

保育所・学校の体制整備相談急増

制度・事業の相談＝新規事業開設で増

家族支援が必要な困難事例相談増

【新規相談件数 年度比較】 
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保育所・学校の体制整備

制度や事業に関すること

圏域・職種間の連携体制

レスパイトに関すること

困難事例に関すること

災害対策

関係機関との連携

看護師確保

卒業後の居場所

協議の場

研修参加・協力

アウトリーチの目的
【アウトリーチの実績】（R6年度は 11月末まで） 

行先 R4年度 R5年度 R6年度 

行政（教委含） ９ ５ 20 

学校・保育所 ２４ ２９ １４ 

事業所 １３ ６ １０ 

協議の場 ４７ ４３ １５ 

ケース会議 １２ ８ １６ 

研修・講演 ３６ ２９ ２１ 

その他 １４ １１ １２ 

合計 １５５ １３１ １０８ 

 

 ２．シンポジウム 「チーム来輝」で創る自立した地域生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆人工呼吸器を使用している僕がグループホームで暮らし始めるまで◆ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学校 担任／進路指導主事 圏域医療的ケア児等コーディネーター 

チームの目標を明示 
「高等部卒業までにグループホームでの生活を開始する」 

チームビルディング 
目標達成に必要な役割を果たせる人・機関を招聘する 

入所施設から地域医療へ

小児科から成人の診療科

への移行チーム 

かかりつけ医 

かかりつけ薬局 

訪問看護ステーション 
信濃医療福祉 
センター 

インフォーマル資源を 

含めた地域の包括支援 

ネットワーク 

居住自治体 

相談支援専門員 

グループホーム 
医療的ケア児等
支援センター 

僕の夢：一人暮らしがしたい・大谷翔平選手に会いに行きたい 

僕の力：医療的ケアを自分でできる、だれとでも積極的に話せる、人への気遣い

ができる、やさしい、英語の勉強も頑張ってる！大谷愛がすごい！ 

 
 

信濃医療福祉センターでの指導 

➤ 体調の自己管理 
➤ 医療的ケアの自立・自律  

（胃ろうボタン、気管カニューレの交換、 

服薬管理、浣腸 等） 

 

学校生活で 

➤ 遠足、障がい者スポーツ大会に保護者
付添無しで参加 

➤ グループホームでの宿泊体験 
➤ 修学旅行にも保護者付添無しで参加 
➤ 在学中の退所を目指して「チームらい

き」を結成 
 



◆グループホーム ～どこで誰と生活するかについての選択の機会の確保～◆              

 

 

 

3つの種別とサービス内容 

共通：利用者の就労先または日中活動サービス等との連絡調整や余暇活動等の社会生活上の援助を実施 

介護サービス包括型 

 主に夜間に相談、入浴、排せつ

または食事の介護その他日常生

活上の援助を実施 

日中サービス支援型 

夜間や休日だけでなく、日中も職

員が配置され、相談、入浴、排せつま

たは食事の介護その他日常生活状

の援助を実施。 

外部サービス利用型 

 主に夜間や休日に利用者の相談や日常生活

上の援助を実施。委託契約を結んだ外部の居

宅介護事業者によって入浴、排せつまたは食

事の介護その他日常生活上の援助を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆来輝さんの暮らしも新しい挑戦がいっぱい◆ 

自分の部屋は
自分で掃除 

障がいがある方が地域で家庭的な雰囲気の下、共同生活を営む住まい・・・ 
入居する障がい者に対し、主として夜間において、相談、入浴、排せつ又は食事
の介護その他の必要な日常生活上の援助を行う 

グループホーム入居中における一人暮らし等に向けた支援の充実 

一人暮らし等の実現のための支援 

：自立生活支援加算、ピアサポート実施加算、居住支援連携体制加算、地域居住支援体制強化推進加算 

一人暮らし等を軌道に乗せる支援 

：退居後共同生活援助サービス費・退居後外部サービス利用型共同生活援助サービス費、 

退居後ピアサポート実施加算 

地域連携推進会議を設置して地域の関係者を含む外部の目（または第三者 
評価）を定期に入れる取組が義務付けられます（令和 7年度～） 

グループホームでの生活の満足度や今後の生活の希望調査（全国調査） 
（令和 3年度障がい者総合福祉推進事業）より 
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グループホーム生活の満足度

満足している
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どちらでもない

あまり満足していない
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わからない

無回答
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グループホーム生活のいやなこと

自分のペースで生活できない

自分のお金を自由に使えない

生活が人に知られてしまう

周りの人がうるさいときがある

一人で過ごせる時間が少ない

家族や友達に自由に会えない

自由に外出ができない

GHが不便な場所にある

わからない

特にない

無回答

キッチンで 
料理に挑戦 

同年代の仲間と 
カラオケを楽しむ 

休日はいろんな 

ところに外出 

お金の管理も
自分で 



◆グループホームでの安心安全な暮らしのために◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参加いただきありがとうございました。 

別紙アンケートにご記入の上、お帰りにご提出いただくか、下記の QRコードから回答をお寄せください。 

  

 

 

緊急搬送先 
諏訪赤十字病院 

【教育・余暇】 
 生涯学習 
＝地域での 
自主的な学び 

【労働】 
自分の時間と
力で「稼ぐ」 

【教育】 
 特別支援 
学校の教育 
通学生 

【教育】 
 特別支援 
学校の教育 
入所生 

すべてが揃っていて 

専門性の高い職員が守り、 

育んでくれた入所施設 

かかりつけ薬局 
ひまわり薬局 
（訪問支援） 

Yui訪問看護 
ステーション かかりつけ医 

＝諏訪共立病院 
内科 

日常の支援が 

多機関、多職種、 

多層に変化 

    

 
     

      

  
   

    
   

     
   

  

 
 

 
 
 

 
 
 
 

   

      

       

    

    

      

 
 
 

      

                 

   
   

 
 

 
 

        
       

       
       
       

             

           
     

 
 
 

            
            
  

   

                         
                         

   

                            
                         
                                                    
          

       
       

【生活】 
個室入居 
自律的な
共同生活 

IoTで遠隔見守り：急変時には 

生活の場から救急医療へ迅速につなぐ 

ご本人のベッドサイドの 
パルスオキシメーター 

体動・プローブ外れ等
アラーム原因も明示 

数㎞離れていてもスマホにほぼ
同時にアラームと数値が届く 

グループホーム夜勤スタッフが 
そっと入室、ご本人の状態を確
認して、異状があれば即対応 

 

・人工呼吸器トラブル＝メーカー担当者対応 

・SpO₂低下＝訪問看護の緊急訪問依頼 

・いつもと違う！＝１１９番！ 

【医療】 
小児医療 
看護 
薬剤 

リハビリ 

【生活】 
入所 

支援とケア
のある生活 

【生活】 
いつかは自立
一人暮らしへ 

【長野県医療的ケア児等支援センター】  

電 話：026-235-7185（直通） ファクシミリ：026-234-2369 

メール：ikea-soudan@pref.nagano.lg.jp 


